
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
☆「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて 

～「音で広げ、文字で刻む」を合言葉に～ 
 

・ 目標と評価の具体化 
・ 課題設定の工夫 
・ 学習環境のデザイン 
・ 学びのファシリテート 

 
☆「生徒指導の実践上の視点」から 

 
・ 自己存在感の感受 
・ 共感的な人間関係の育成 
・ 自己決定の場の提供 
・ 安全・安心な風土の醸成 

 
 
 
 
 

☆安心してチャレンジできる「チーム学校」 
 
 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村山教育事務所だより 

むらやま 第２８０号 

発行日：令和８年４月１７日 

 

 

「E-NEWSむらやま」で検索または 右記二次元コードから。バックナンバーも見ることができます。 
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翼 と 刀 

所長 髙橋 典子  
 

今年は桜の開花も早く、４月当初のどきどき、わくわくした気持ちが、より 

膨らんで感じられる新年度の始まりでした。４月１日、新規採用の校長先生、 

教頭先生、教諭、養護教諭、事務職員、合計 177名に辞令の発令と交付を行い 

ました。緊張とともに期待や決意を感じさせる面持ちに、私自身も身の引き締 

まる思いでした。各学校においては、新任の先生方と新しいチームで新入生を 

迎え、あわただしくも希望に満ちた新年度をスタートさせていることと思いま 

す。今年度の各学校での教育活動の充実と、子どもたちの健やかな成長を心か 

ら願います。 
 

「世の風向きは、くるくる変わる。一時の風に流されず、己が頭で考え、行き先を決めるのが大事

だ。これからは学問を怠っては飛んでゆけぬぞ。よいか、学ぶことは、時に世を渡る翼となり、身を

守る刀になる。己をたすけるのは、己の頭と心、そして身体だけだ。」 ４月からスタートした NHKの

連続テレビ小説「風、薫る」の中で、ヒロインの父が、二人の娘たちに語った言葉です。ドラマの舞

台は明治時代ですが、現代を生きる自分の心にも刺さる、印象的な台詞でした。私たちは、学校で子

どもたちに、世を渡る翼、身を守る刀を授ける教育をすることができているだろうか。子どもたちは

自分の未来を支える、頭と心、そして身体を手に入れることができているだろうか。 

現在大詰めを迎えている次期学習指導要領の改訂では、その方向性として「自らの人生を舵取りす

ることができる民主的で持続可能な社会の作り手の育成」を掲げています。価値観が多様化し、急速

に変化する今、まさに、自分の頭で考えて行き先を決める力が求められているのです。そして同時に、

自分だけよければよい、という身勝手な考えではなく、多様な意見に耳を傾け、対話を通して納得の

いく答えを見つけ、今だけではなく、この先も続けていける世の中をつくる力が求められています。

「予測不能な」という言葉が常に枕詞のように使われるようになって、ずいぶん時が経った気がしま

すが、どんな世の中になろうと、自分の幸せを見つけ、見つけられないなら創り出し、他者の幸せを

ともに喜び寄り添える、そんなたくましく優しい子どもたちを育てていきたいものです。 
  

  村山教育事務所職員一同、各学校の取組みを精一杯応援し、ともに走り続けて参ります。今年度

もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

  学校・家庭・地域の連携・協働の推進による  

                 地域の教育力の向上  

○ コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進 

 ・研修会、スキルアップ交流会の開催 

 ・コミュニティ・スクールと地域学校協働活動出前講座の実施 

○ 家庭教育支援の充実 

 ・家庭教育支援フォーラムの開催 

 ・「やまがた子育ち５か条」リーフレットの普及 
 

   豊かな心の育成  

○ 体験活動の充実 

 ・やまがた教育パートナーズ「マッチング会議」の開催 

○ 読書活動の推進 

 ・研修会、講座の開催 

○ 感性や郷土愛の育成 

 ・郷土の魅力発見・体験プログラム普及事業の実施 

 ・「ふるさとやまがた発見ナビ」の活用・普及 

 ・自作視聴覚教材コンクールへの出品対応・支援 

 ・ふるさと塾出前講座・研修会の実施 

 ・ふるさと塾アーカイブスの活用・普及 
 

   社会に参画する当事者意識の醸成  

○ 青少年地域活動・ボランティア活動の推進 

 ・青少年地域活動・ボランティア活動推進会議の実施 

 ・Myボランティアサークル交流会の実施 

 ・中高生ボランティアサークル、青少年の地域活動ボランティア 

活動活性化に向けての支援 

 ・ボランティア出前講座の実施 
 

   スポーツを通した健康で豊かな県民生活と 

                           活力ある地域社会の実現  

○ スポーツ推進委員や総合型地域スポーツクラブの育成支援 

・総合型地域スポーツクラブ指導者スキルアップセミナーの 

  開催 

○ スポーツ少年団等の指導者の育成  

 ・スタートコーチ（ジュニア・ユース）養成講習会の開催 

 ・村山地区スポーツ少年団指導者研修会の開催 

 ・山形県スポーツ少年団指導者・育成母集団研修会の開催 

○ 部活動改革を踏まえた地域スポーツとの連携体制の 

  整備推進 

 
 

    

           

社会教育課の重点 

ホームページ 

 
 

https://qr.paps.jp/jf4Yl 

 

 

 

村山教育事務所社会教育課 

むらやま

☆子どもの育ち 
を共有する 
幼保小中の連携 

☆誰一人取り残さない 
切れ目のない支援体制

の充実 

指導課ビジョン 

 目指す子ども像として、自らの目的地に向かうために、
何を学べばよいのか、何ができるようになればよいの

か、どのように学べばよいのかを子どもたちが理解し、

自身の人生だけでなく、みんなのウェルビーイングの向

上のために、学びをコントロールできる「自立した学習

者」をイメージしています。 

指導課の基本姿勢 

「つなぐ」 「支える」 「育てる」 

✪村山教育事務所指導課ビジョン 

✪７教振の概要版 

✪幼小リーフレット「つなぐ」等 

✪第４次山形県特別支援教育推進プラン 

（４月下旬頃アップロード予定） 


